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Abstract 
By current te耳tingmethod月 of 月teamtraps， we can not find the characteristic月 ofthe trap月 inservice 
condition， but that of the detached trap耳.But steam traps generally show dilferent characteristic月in日ervice，so 
it is important to te珂tthe珂teamtrap円inoperating日tate.In this paper， itwa月reportedabout a simple mea月uring
method of (1) quantity of leakage steam from a trap and (2) capacity of a trap， on practical operation. 
(1) By measuring the enthalpy of the drain through a trap， we can find the weight of leakage月team.
(2) By compa山 onof the enthalpy of the drain through a trap with that through a bi-pa~月， we can find 
out whether the capacity of the trap in 自ervicem品ybe sati円factoryor not. In this ca月e，the efrect of the 
heat-tran月ferfrom the wall by the difference of the月team-velocity can be minimized by 回 ingof a日imple
apparatus. 
1.緒言
蒸気を利用する作業機械及び蒸気管路にスチ戸ムトラップを据え付けて蒸気の利用効率を高めることは熱経済上踊る
重要なことであるが，スチ F ムトラップの試験法としては，燃軒研究所で行っている如く特殊なφ装置を必要eL.→主
の作業現場で行うには梢々悶難を感ずるように思われる。こ Lにま弘、て筆者は簡単な装置によりスチ F ムトラップの良
否を判定する，現場的な試験法を考案L.実験によりその利用性を確めた。
2. スチームトラップよりの滑;卑憲章E量の測定
第 1 図の如〈ドレ-~パイプにプムホ Fスをつなぎ，パ
ルプ(1}を聞き， トラップの前方に設けた圧力計 (3)の指
針の動きによりドレ F ンの排出が定常になったことを確認
した後に，ゴムホースを冷水を充した水槽 (9)に導〈と排
出ドレ-~と冷水の混合により水槽中の水の温度は上昇
L，水量が増加する。
なお，図にはプムホ F スの先端にドレ-~噴出金具 (8)
を装着しであるが，これは第3節に述べる試験方法の説明
のために描いたもので，今の場合は装着しない。
水面からの蒸発及び水槽壁からの放熱を無視すれば，排
出ドレ戸ンの状態は次式で推測し得る。
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但し I=送入ドレ-~のエエ/タルピ (kcaljkg) 
'ZiJ=水槽中に予め充した冷水量 くkg)
t=冷水の温度 eC) 
1f/'=ドレ戸ν送入後の水槽中の水の量 (kg) 
t'=ドレ戸ン'送入後の水槽中の水の温度 COC)
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第 1 図
(1) 式で求めたドレ-~のエンタルピがドレ F ンrの圧力(圧力計の読みにより知る〉に相当する飽和水のェy タルピ//
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より小ならば， この試験状態でitペチ F ムトヲツプ'j:蒸気の漏洩がなL、と認め得るに反L. ドレ F ンのヱン j(11-ピが〆
よりも大ならば， ドレ F ンlkg中にはi附曳蒸気がよkgあるとL、うことが次式により判定出来る。
I-i' 
x= …..... ….........…-………… -… .・H ・....…-…....・H ・-…....…・・ ・… …(2) 
f 
但し r=ドレ F ン圧力に相当する燕発熱 (kcaljkg)
3. スチームトラップより目排出量の測定
流動蒸気から壁面へ伝達される熱旺 (kcaljm2h)と蒸気流速の関係は N山崎Itの理論及び Jakob等の実験により説
明されている。
蒸気の流速が lmjsec上昇することによる伝熱増加畳の百分率7"('Jakobの実験結果を利用しで流速範聞40乃至60mj
sec 及び60乃至 8Clmjsecについ計算すれは増大略第1表の如くなる。
また，流速が20mjsec以下の場合は蒸気と壁面の!Iiiの熱
伝達係数性静止蒸気の場合と大差がない 第1表蒸気流速が lmj丹eC上昇することに原因する伝熱増加量の百分率
従って，流動飽和蒸気を加熱弘i置に導き，蒸気圧力法び
伝熱岡温度を一定に保ちつ Lその流速をごく間少. f#~え tf
2mjsec以下だけ変化さず場合l土，蒸気たり岐!可への伝穀置
仕殆んr変化がなく，従ってn~何時間当りの蒸気0)白水量
は陥々 等L¥.、と推論し偏る。
以上の推論を前提として，本官I'iではスチ{ムトラップよ
りの排水量の測定法を記述する o 第2舘jに述べた実験に於
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いて，その所要時間 Tを測定しておくと，次式によりトラップよりの単位時間当りの排出飽和水量 Gを求めることが
出来る。
。〆-7f/)(I--x)
..(3) 
T 
次tこ，第 I 図のプムホ戸ス (ï) の先端に第 2 関の如き底っき円筒の側面に，数個の小孔を穿ったドレ ~y噴出金具(8)
を装着しパルプ (1)を閉じ，バルブー(三)を開き脇道に蒸気を通じ，この際の機械装置内の蒸気流速の増加量を2mjsec
以下とすることが出来たならば，上述と同じ-ん
飽和水量を求めると，これが被試験トテツプを備えた機械装置の単位時間に
復水せしめる蒸気の量となる。
か<Lて求めたスチ F ムトラップよりの排出飽和水量と脇道を通った蒸気
の伴出する飽和水量とが，実験の誤差の盟問内で略々等しい場合には，この
スチ戸ムトラップの排水作動は良好な状態にあると認め得る。 第 2 図
こLに， ドレ F ン噴出金具を装着する理由は，プムホ戸スからの排出ドレ .-yが水槽中の冷水に急激に噴出し，復水
ずることな〈蒸気の抗簡の撞水面から逸出するのを防止すると共に，排出ドレ ~yに適当な抵抗を与えることにより，
機械装置内の蒸気の流速の増加量を僅少ならLめるためで-ある。
以下ドレー γ噴出金具の主要寸法につき説明するO
第 1図の圧力計¥3)の読みにより得られる蒸気の圧力が1.791kgjcm2 (絶対)以上ならば，第2図の如き噴出金具に設け
られた小孔から噴出「る蒸気量 QO沼/胞のは次式により理論的に決定することが出来る。
Q=l蜘 T;j子 ω
fE! L 1t=噴出金Jに設けられた小孔の数
F=噴出金具に設け c)~tf-: ，j'\.fL1阿の面積 (cmり
p=圧力計 (3)の読みにより得られる蒸気の絶対圧力 (kgjcmワ
v=蒸気圧力Pに相当する飽和蒸気の比体積 (cm:Jjkg) 
叉，蒸気の圧力が 1.791kg/cm2(絶対)以下ならば噴出蒸気量 σ(kgj巧ec)の理論値は次式の知くなる。
Q〆=128. 41lFJ -~~.~ω 三~............................. ...............................・・ ・(5)
¥' to SSI X 2' 
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Lかるに，排mドレ戸 γが脇道会通過する場合は， トフツプを通勤fる場合よりも，機械装世内の流動蒸気速度は増
加す司るが，機椀主主置入口に於ける蒸気速度の増加量 .1:w(mj円ec)は抗式で表わされる。
Afo=17L又はづこ (6) 
但L Vi=機械装置入口の蒸気圧力に相当する飽和蒸気の比体積 (m3jkg) 
A=蒸気の通過断面積 (m2) 
機械装置全般に亘る蒸気速度の増加量は，理論的に求めることが困難だが，機織装置入口で蒸気速度が増加する結果，
蒸気の復水量が増一加L，機械装置の任意の蒸気通過断固に於ける蒸気自漣の増加量は(6)式で与えられる値よりも小さ
くなる o
1 
又，第4節に述べる如<，噴出金具に穿った8-吋のIJ、孔からの実際の蒸気晴出量は理論植の1.4乃至1.5倍に達Lた。
この事実に鑑み，安全のため実際の噴出蒸気量は理論値の2倍であると考え， (6)式の 470の値が lmj同 C以下左なる
ように噴出金具を設計寸寸Lば，機械装置内で復水する蒸気の量，日1ち慣試験トラップカ:排出すべきである飽和水量を既
述の方法で知ることが出来る。
4. 本試聴法の費施例
Tf[径2吋のf(蔀ずパイプ16本を並列に配Lたラジエ F ターに圧力約 6kgjcm2(絶対〉の飽和蒸気者ナ送る場合，これに設
備 Lたスチ F ムトラップについて実験した例を第2表に示す。
なお，この際使用Lたスチ F ムトラップは，使用書によれば， 4kgjcm2 (絶対〉に於ける排水量は 350gj耳ec，6kg/cm2
(絶対)に於いては 480gj耳目の能力を有するパケット式のトラップである。
第 2表より明らかな如<.漏洩蒸気l土問か乍ら認められるが，この程度の漏洩は現在の市販のトラップの性能と Lて
は特に悪いとは断定出来ないと思われる。
第 2 表
項 ドレ ~y中の飽和
水量
目 kgjsec 
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排出飽和水量を調べるに，作業機械は1秒間に85乃至93gの飽和水を生じ，この飽和水を排出することは，本試験に
採用Lたトラップの能力以内であるにか Lわらず， 実際にはその 1/2以下L;か排水していないことが判明した。
本試験に於いて用いた噴出金具は 3j4吋の底っきパイプの側面Jこlj8吋のドリル孔を7問固設けたものであるが，この
噴出金具を用いて脇道蒸気を冷水中に導いた場合の排出ドレ F ン中の飽和蒸気の実際量及ひ理論値並びにラジエ戸夕戸
入口の蒸気ー流速の実際及び理論上の増加量を第3表に示す。こ Lに実際の飽和蒸気量カ酒論値の1.4乃手!1.5f音となった
のは，噴出金具の小孔をドリルで‘穿孔する際に， ドリルがふれて孔が幾分大きくなったこと及び噴出金具中で蒜気が復
7.Klたためであると思われる。
叉，ラジエ戸タ戸入口に於ける蒸気琉速の増加量l土第3節に述べた制限内にあることから推Lて，本試験結果は充分
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第 3 表
ドレ戸ン圧力
蒸噴事ら噴気出量金出具Lkたのa小突/杷際孔Cかの上噴ら噴の出蒸金出kす気具g/量べの何C小Cき理孔論か気にヲ流於ジけ速エmのるp/増S実タE擦加F 量Jのt蒸口蒸にラ長於ジ訪けzおmるp車/理Mのタ増論戸上加λ量ロの| 
kg/cm2 
(7i/-'W)x ド1.991tFj4片言勺〉T 
3.8 0.04639 0.03058 0.4599 
4.5 0.0日24 0.03602 0.5377 
4.9 0.05773 0.03913 0.5723 
5.4 0.06105 0.04301 0.6053 
5.9 0.06489 0.04687 0.6433 
定・ 第2表の数値を用いて計算する
広・波 小孔径が1/8吋だから F=0.07917cm2
来・来栄 ラジエ戸 3r-1土 2 吋バイプ16本を並:~fjに西日 Lたものであるから
Aニ 0.002027x 16m2ニ 0.03243m2
信頼L得るものであることが確められる。
5.結言
tp4d4 Q 
0.3032 
0.3571 
0.3879 
0.4264 
0.4647 
スチームトラップの長年月の使用や，据え付けの不完全等種々の原因により，第4節で述べた如<.トラップの公称
排水能力以下で、現場作業が行われている場合があるが，こ Lに提案した試験方法では， トラップを機械装置に取りつけ
た偉試験するため，作業現場の状況その儲のトラップの性能を知ることが出来る上，他の試験法に比してきわめて安価
な装置で操作が出来る。
但L，機械装置に過熱蒸気を供給する場合は，過熱蒸気と伝熱壁面との聞の伝熱孟の変化が僅少であっても，蒸気の
単位時間当りの復水量の変化が僅少であるとは限らないから，過熱度のきわめて低い場合を除いてはこの試験方法を採
用することが出来ない。
本論文がL、さ Lかでも実際作業現場で応用L得る如きものとなったのは，一重に京都大学教担菅原菅雄博士の御指導
の賜であり，本研究の遂行を可能ならしめたものは，福井精練加工株式会社黒川誠一氏及び同社従業員諸氏の理解ある
御助力のお蔭であることを附記L，深甚の[f.f意を表Lます。
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